
































教は最大の勢力であり、 現在、 教会数は600を越え、 信徒数は8から9万人ほ
どに達したと言われている。 これはモンゴルの人口のおよそ3パーセントに該



















い既視感を覚えさせる。 しかし、 福音派への改宗は、 あくまで現在のモンゴル
にあって、 様々な問題や苦難を乗り越えるものとして捉えられている。 現状を
打破しようとする原動力は、「神との直接的な関係性」としての「信仰」に求
















ている。しかも、 その共同性は、 グロ ーバルな福音派のネットワ ー クヘと接続
































































という言葉はしばしば用いられるが、それはかなり曖昧なイメ ー ジである。 グ



























れは、 モンゴルの福音派というマイナ ーなテ ーマにもかかわらず、 そこに込め
た本書の意図を汲み取って頂き、 そこに価値を認めて頂けたからだと考えてい
る。そのことは、 とても大きな自信となった。 実を言えば、 本稿の執筆はこの
受賞を受けて依頼されたもので、 少しでも参考になる話をということだったが、





















る」か「超える」か、 というような一箇所の単語をめぐって何度もメ ー ルの応
酬をすることもあった。論文と市販本の書き方は、 極めて異なる。論文がいか
に惰性的な思考で書かれているかということを痛感した。読者を想定しながら
文章を改める作業は、 それだけで、 自分の思考の惰性に負荷をかけ、 専門分野
をはみ出て、 その前提となる部分にメスを入れる作業に他ならなかった。もし、
本書が博論とほほ同じような形で枇に出るようなことになっていれば、 仮に宗
教学としてすぐれた作品になっていたとしても、 それ以上の実りは得られな
かっただろう。
まさに担当者との共同作業を通じて、 様々な研究上の発見があった。一方で、
出版時には発行部数が当初より100部増、 定価は600円減の税別2600円となり、
より「売れる」本となった。いずれも、 本書がこのような賞を頂けることになっ
た大きな要因である。
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